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2000年四月四日 （火）
於千葉大学けやき会館
千葉大学環境リモートセンシング研究センター
C剖1terfor Environ艶 entalRe臨oteSe控sing(CEReS) 
Chiba U出versity
第3回CEReS環境リモートセンシングシンポジウム
日時：平成12年12月12日（火） 10:00 -17:45 ( 18:00 －懇親会）
場所：千葉大学けやき会館 3Fレセプションホール
(JR総武線西千葉駅下車すぐ）
参加賀：無料
プログラム
10:00 -10:15 あいさつ（CEReSの研究）
10:15 -12:00 環境変動モニタリング（アジア＆グローパル）
10:15 -10:45 Assessment and Mapping of Desertification 
10:45 -11: 1 5 中央アジアの閉塞湖を中心とした水文環境
11:15 -11:35 グローパル土地分類システム
11 :35 -12:00 グローパル環境データベース
昼食
13:00 -14:45 フラックス観測と衛星データの融合
（一人15分程度）
衛星データによる地点観測値の広域化の方法
釧路湿原におけるガスフラックスの観測
CEReSセンタ一長高村民雄
(convenor：建石隆太郎）
トJikolaiKharin ( CPE，ロシア）
中山絡則（日本大学）
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佐藤浩（国土地理院） 一一一一一一 21 
建石陵太郎（CEReS) 一一一一一一 31 
(convenor：近藤昭彦）
近藤昭彦ほか（CEReS）一一一一一一 37 
宮田明（農業環境技術研究所）一一一 41 
衛星データを水文フラックス観測に応用するためのNOVIと蒸発散量に関する研究
一琵琶湖プロジェクト常設観測よりー 戎信宏（愛媛大学） 49 
VI-TsI去を用いたタイにおけるフェノ口ジーの解析
橋本博文圃鈴木雅一（東京大学）・樋口篤志（名古屋大学）一一一一 55 
シベリアのヤクーツク周辺で行われた航空機による地表面の分光放射とビデオ観測
地表面熱収支は常に閉じるのか？”GAME-AAN、EBEX伺
ディスカッション
15:00 -16:45 日本の衛星ヂータアーカイブセンター
15:00-15:20東大生研データアーカイブセンター
15:20-15:40東北大学データアーカイブセンター
15:40-16:00農水省データアーカイブセンター
16:00-16:20千葉大学CEReSヂー タアー カイブ、
鈴木力英（地球フロンティア） 一一一一 63 
宮崎真（筑波大学）一一一一一一一一 69 
(convenor：本多嘉明）
越智士郎（東京大学） 一一一一一一一 77 
工藤純一（東北大学） 一一一一一一 87 
児玉正文（農水省） 一一一一一一一 93 
梶原康司（CEReS) 一一一一一一一・ 101 
16:2か16:45ヂイス力ッションネットワークとアーカイブ、センタ一 本多嘉明（CEReS) 
16:45 -17:45 CEReSにおける衛星データサーピ、ス 梶原康司
18:00 -1 9:00 懇親会（於環境リモートセンシング研究センター1F会議室）
千葉大学
環境リモートセンシング研究センター
〒263同8522千葉市稲毛区弥生町 1-33
fax: 043-290-3857 
URL: http://ceres.c1・.chiba四u.ac.jp:8080/
